
 

 

 

論文審査の結果の要旨 
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 本論文は６章からなり、第１章は general introduction、第２章は海溝域における生物

多様性の深度変化、第３章は群集構造の深度変化、第４章は分類レベルの違いが多様性

研究に及ぼす影響、第 5 章は大規模撹乱の深海底生生物群集への影響について述べられ

ており、第 6章は general discussion である。 

 深海底は地球上で、最も生物多様性が高い場所のひとつである事が知られているが、

これまでの研究は水深 6000m以浅の陸側斜面までを対象としており、海溝域（超深海）

や海溝軸の海側に広がる斜面や大洋底を含めた生態学的研究は極めて限られていた。ま

た既往研究の多くは比較的大型の動物群を対象としてきた。論文提出者はメイオベント

ス（体長 1mm以下の小型底生生物）の優占的分類群のひとつであるソコミジンコ類に注

目し、日本列島に隣接する栄養環境が大きく異なる２つの海溝、海洋表層における生産

性が高い千島海溝と生産性の低い琉球海溝の周辺に棲息するソコミジンコ類の生物多様

性や群集構造の空間的な変化を詳細に解析した。また 2011年の東日本大震災に伴う環境

撹乱が深海生態系に及ぼした影響の調査をおこなった。 

 第 2 章では、千島海溝と琉球海溝の大陸斜面から海溝底、海側斜面、大洋底に至る計

32 ヶ所で定量採集したソコミジンコ類を対象に属レベルでの分類をおこない、多様性の

深度変化を解析した。その結果、千島海溝では中程度の水深で多様性が最大になるのに

対して、琉球海溝では多様性が水深と共に単調に減少する事が示された。また DISTML

解析により琉球海溝では栄養供給が多様性に影響しているのに対して、千島海溝では多

くの要因が多様性に影響している事が示された。こうした両海域の違いは、栄養条件の

違いによるものと結論づけられた。第３章では第２章で得られたデータに基づいてソコ

ミジンコ群集の構造の空間変異を検討した。どちらの海域でも群集構造が連続的に変化

している事が示されたが、陸側斜面の群集と海溝底の群集の間の非類似度は千島海溝で

より高かった。DISTLM 解析により、どちらの海域でも水深または水深と関連する要因

が群集構造に影響している事が示された。また２つの海域間の同じ水深帯の群集間の非

類似度が大陸斜面に比べて、海溝底や大洋底で高くなる事が示された。その原因として、

伊豆小笠原の島弧海溝系がソコミジンコ類の分散障壁として働いている可能性が指摘さ

れた。第４章では、前の２章の結果と科レベルの分類に基づく解析結果を比較し、多様

性の深度変化については同等の結果が得られたのに対し、群集構造の空間変異に関して

は必ずしも同じ結果にはならず、科レベルのデータでは不十分である事が示された。第

５章では、2011年夏に三陸沖深海底でメイオベントスの定量採集をおこない、震災前の

データとの比較をおこなった。その結果、震災前後で生物量の深度変化パターンには変



化が見られなかったが、堆積物中の垂直分布パターンが変化しているのを発見した。 

本博士論文は、海溝域を海側斜面やその先の大洋底を含めたシステムと捉え、栄養環

境の大きく異なる２つの海溝を対象に、底生生物の生物多様性や群集構造を定量的に解

析した世界で初めての研究を報告したものである。最近、地球規模の気候変動が深海生

態系にも強い影響を及ぼしている証拠が見つかっており、地球温暖化等の人間活動に起

因する環境変動が深海域の生物多様性を減少させる可能性が懸念されている。本研究は

そうした環境変動の影響を予測する上で貴重な基礎的知見となるものである。また東日

本大震災の半年後に震源付近の深海底に棲む底生生物の定量調査をおこない、初の定量

的なデータを提出しており、今後の同海域における経年的な調査の出発点として重要な

貢献となるものと評価できる。 

 なお本論文第２～４章は川村喜一郎、小島茂明、嶋永元裕、Gritta Veit-Köhler、Roberto 

Danovaro、John Tietjen、第５章は小島茂明、嶋永元裕、Robert G. Jenkins、野牧秀隆、

藤倉克則との共同研究であるが、論文提出者が主体となって分析及び検証を行ったもの

で、論文提出者の寄与が十分であると判断する。 

 したがって、博士（環境学）の学位を授与できると認める。 
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